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衆
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院
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る
質
問
に
対
す
る
答
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書

一
、
二
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
関
係
行
政
機
関
の
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
経
費
（

以
下
「
原
子
力
関
係
経
費
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
委
員
会
が
毎
年
度
取
り
ま
と
め
て
い
る
「
原
子
力
研
究
、

開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
計
画
」
に
お
い
て
、
そ
の
項
目
名
、
予
算
額
等
を
示
し
て
お
り
、
当
該
計
画
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

我
が
国
に
お
い
て
、
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
は
、
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二

条
の
規
定
に
よ
り
、
平
和
の
目
的
に
限
り
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

現
行
制
度
に
お
い
て
は
、
原
子
力
関
係
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
電
源
開
発
促
進
勘
定
に

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
該
勘
定
の
財
源
と
な
る
電
源
開
発
促
進
税
が
目
的
税
で
あ
る
た
め
、
そ
の
課
税
目
的
に
沿

一



っ
て
電
源
立
地
対
策
及
び
電
源
利
用
対
策
の
経
理
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

高
速
増
殖
炉
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
お
い

て
、
「
原
子
力
政
策
大
綱
」
（
平
成
十
七
年
十
月
十
一
日
原
子
力
委
員
会
決
定
）
等
を
踏
ま
え
、
「
二
千
五
十
年
よ
り
前
の

商
業
炉
の
導
入
に
向
け
・
・
・
研
究
開
発
を
推
進
す
る
。
」
と
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
高
速
増
殖
炉
サ
イ
ク
ル
を
含

め
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
確
立
の
た
め
に
必
要
な
予
算
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
つ
い
て
は
、
特
定
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
）
に
基
づ
き
最
終
処
分
の
実
施
主
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
最
終
処
分
施
設
の
建
設
、
操
業
及
び
閉
鎖
の
各
段

階
を
通
じ
て
、
有
効
な
環
境
保
全
対
策
、
放
射
線
安
全
対
策
及
び
作
業
安
全
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、そ
の
後
も
必
要
に
応
じ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。な
お
、

最
終
処
分
の
費
用
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
最
終
処
分
施
設
の
閉
鎖
後
三
百
年
間
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
措
置
を
実
施

二



す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
計
画
」
（
平
成
二
十
年
三
月
十
四
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
「
特
定

放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
は
、
平
成
四
十
年
代
後
半
を
目
途
と
し
て
開
始
す
る
」
こ
と
と
し
、
機
構
は
「
平
成
二
十
年
代

中
頃
を
目
途
に
精
密
調
査
地
区
を
選
定
し
、
平
成
四
十
年
前
後
を
目
途
に
最
終
処
分
施
設
建
設
地
を
選
定
す
る
」
こ
と
と
し

て
い
る
。

十
に
つ
い
て

原
子
炉
設
置
者
が
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七

号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
等
に
基
づ
き
、
毎
年
度
経
済
産
業
省
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
一
年

間
の
被
ば
く
線
量
等
に
関
す
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の
二
十
年
間
に
報
告
さ
れ
た
放

射
線
業
務
従
事
者
数
は
延
べ
約
百
三
十
五
万
人
で
あ
る
。
被
ば
く
線
量
（
実
効
線
量
）
ご
と
の
人
数
は
、
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
が
延
べ
約
百
二
十
六
万
人
、
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
が
延
べ
約
六
万
二
千
人
、
十
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
十
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
が
延
べ
約
二
万
人
、
十
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ

三



ル
ト
以
下
が
延
べ
約
六
千
五
百
人
、
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
二
十
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
が
延
べ
約
五
百
人
、
二

十
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
三
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
が
延
べ
約
五
十
人
で
あ
り
、
三
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
て

い
る
も
の
は
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
被
ば
く
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
線
量
限
度
を
い
ず
れ
も
下
回
っ
て

お
り
、
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
者

は
、放
射
線
業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
の
う
ち
同
令
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
も
の
に
対
し
、

雇
入
れ
又
は
当
該
業
務
に
配
置
替
え
の
際
及
び
そ
の
後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
被
ば
く
歴
の
有
無
の
調
査
及
び

そ
の
評
価
、
白
血
球
数
及
び
白
血
球
百
分
率
の
検
査
等
に
つ
い
て
、
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
食
品
規
制
に
つ
い
て
は
、
輸
入
食
品
中
の
放
射
能
濃
度
に
関
す
る
基
準
と
し
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発

電
所
事
故
に
よ
る
放
射
性
降
下
物
の
核
種
の
構
成
及
び
輸
入
食
品
の
摂
取
量
等
を
勘
案
し
、
欧
州
共
同
体
及
び
ア
メ
リ
カ
に

四



お
け
る
基
準
を
参
考
に
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
の
勧
告
値
を
十
分
に
下
回
る
よ
う
、
セ
シ
ウ
ム
一
三
四
及
び
セ
シ
ウ
ム

一
三
七
の
合
計
で
食
品
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
三
百
七
十
ベ
ク
レ
ル
以
下
と
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
に
お
い

て
は
、
輸
入
時
検
査
に
お
い
て
当
該
基
準
値
を
超
え
る
放
射
能
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
六
条
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
食
品
の
安
全
性

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
輸
入
時
検
査
に
お
け
る
輸
入
食
品
の
検
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
対
象
国
及
び
対
象
食
品
の
見
直
し

も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五


